
一
頁

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
一
号

労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法

令
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に

関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
労
働
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
の
二
第
三
号
イ
中
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
別
表
第
六
の
二
」
を
「

別
表
第
四
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
第
二
号
に
つ
い
て
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
」
の
下
に
「
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二

号
）
」
を
加
え
、
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
様
式
第
二
十
三
号
」
を
「
同
令
様
式
第
二
十
三
号
」
に
改
め
る
。



二
頁

別
表
第
三
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
四
（
第
五
十
条
の
二
関
係
）

一

発
電
、
送
電
、
変
電
、
配
電
又
は
蓄
電
の
業
務

二

金
属
の
溶
融
、
精
錬
又
は
熱
処
理
の
業
務

三

金
属
の
溶
接
又
は
溶
断
の
業
務

四

ガ
ラ
ス
製
造
の
業
務

五

石
炭
、
亜
炭
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
ピ
ッ
チ
、
木
材
若
し
く
は
樹
脂
の
乾
留
又
は
タ
ー
ル
の
蒸
留
若
し
く
は
精
製
の
業

務
六

乾
燥
設
備
を
使
用
す
る
業
務

七

油
脂
、
ろ
う
若
し
く
は
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
製
造
し
、
若
し
く
は
精
製
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
取
り
扱
う
業
務

八

塗
料
の
噴
霧
塗
装
又
は
焼
付
け
の
業
務

九

圧
縮
ガ
ス
若
し
く
は
液
化
ガ
ス
を
製
造
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
取
り
扱
う
業
務

十

火
薬
、
爆
薬
又
は
火
工
品
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
業
務



三
頁

十
一

危
険
物
を
製
造
し
、
若
し
く
は
取
り
扱
い
、
又
は
引
火
点
が
六
十
五
度
以
上
の
物
を
引
火
点
以
上
の
温
度
で
製
造

し
、
若
し
く
は
取
り
扱
う
業
務

十
二

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
（
同
号
ヌ
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。
）

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
八
十
四
条
の
二
」
を
「
第
八
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
の
二
を
削
る
。

第
八
十
五
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
計
画
の
届
出
を
す
べ
き
機
械
等
）

第
八
十
五
条

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
機
械
等
は
、
法
に
基
づ
く
他
の
省
令
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
別
表
第
七
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
械
等
と
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
七
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
械
等
で
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。

一

機
械
集
材
装
置
、
運
材
索
道
（
架
線
、
搬
器
、
支
柱
及
び
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
物
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
原
木
又
は
薪



四
頁

炭
材
を
一
定
の
区
間
空
中
に
お
い
て
運
搬
す
る
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
架
設
通
路
及
び
足
場
以
外
の
機
械
等

（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
特
定
機
械
等
及
び
令
第
六
条
第
十
四
号
の
型
枠
支
保
工
（
以
下
「
型
枠
支
保
工
」
と
い
う
。

）
を
除
く
。
）
で
、
六
月
未
満
の
期
間
で
廃
止
す
る
も
の

二

機
械
集
材
装
置
、
運
材
索
道
、
架
設
通
路
又
は
足
場
で
、
組
立
て
か
ら
解
体
ま
で
の
期
間
が
六
十
日
未
満
の
も
の

第
八
十
六
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
計
画
の
届
出
等
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
別
表
第
七
」
の
前
に
「
事
業
者
は

、
」
を
加
え
、
「
事
業
者
が
」
を
「
と
き
は
、
」
に
、
「
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
」
を
「
に
よ
り
、
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
（
以
下
「
特
定
化
学
設
備
等
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第

二
項
と
す
る
。

第
八
十
七
条
中
「
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

第
八
十
七
条
の
二
中
「
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
「
第
八
十
七
条
の
十
」
を
「

第
八
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
を
削
り
、
第
八
十
七
条
の
十
を
第
八
十
八
条
と
す
る
。

第
八
十
九
条
を
削
り
、
第
八
十
九
条
の
二
中
「
第
八
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第



五
頁

八
十
九
条
と
す
る
。

第
九
十
条
中
「
第
八
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
一
条
第
一
項
中
「
第
八
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
八
十
八
条

第
四
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
二
条
中
「
第
八
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
二
条
の
二
及
び
第
九
十
二
条
の
三
中
「
第
八
十
八
条
第
五
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
の
二
を
削
る
。

別
表
第
七
中
「
第
八
十
六
条
、
第
八
十
八
条
」
を
「
第
八
十
五
条
、
第
八
十
六
条
」
に
改
め
、
同
表
の
二
十
一
の
項
中
「

）
、
電
離
則
第
十
五
条
第
一
項
の
放
射
線
装
置
室
、
電
離
則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
又
は
電
離
則

第
二
条
第
二
項
の
放
射
性
物
質
に
係
る
貯
蔵
施
設
」
を
「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
、
「
上
欄
に
掲
げ
る
機
械

等
」
を
「
放
射
線
装
置
」
に
改
め
、
「
放
射
線
装
置
に
あ
つ
て
は
」
及
び
「
、
そ
の
他
の
機
械
等
に
あ
つ
て
は
放
射
線
装
置

室
等
摘
要
書
（
様
式
第
二
十
八
号
）
」
を
削
る
。

別
表
第
九
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
の
う
ち
建
設
の
仕
事
（
ダ
ム



六
頁

の
建
設
の
仕
事
を
除
く
。
）
の
項
中
「
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
」
を
「
第
八
十
九
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
八
十
九

条
の
二
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
（
同
条
第
一
号

に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て
は
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
に
、
同
条
第
二
号
、
第
二
号
の
二
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て

は
建
設
の
仕
事
に
限
る
。
）
の
項
中
「
第
八
十
九
条
の
二
第
二
号
」
を
「
第
八
十
九
条
第
二
号
」
に
、
「
第
八
十
九
条
の
二

第
三
号
」
を
「
第
八
十
九
条
第
三
号
」
に
、
「
第
八
十
九
条
の
二
第
四
号
」
を
「
第
八
十
九
条
第
四
号
」
に
、
「
第
八
十
九

条
の
二
第
六
号
」
を
「
第
八
十
九
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第20号(第86条関係) 

機  械  等  設置・移転・変更届 

事 業 の 種 類   
事 業 場 の 

名 称 
 

常時使用す 

る労働者数 
  

設 置 地   
主たる事務所 

の 所 在 地 電話（  ） 

計 画 の 概 要   

製造し、又は

取り扱う物質

等及び当該業

務に従事する

労働者数 

種 類 等 取 扱 量 従事労働者数 

    

男 女 計 

      

参画者の氏名   
参 画 者 の 

経 歴 の 概 要 
  

工 事 着 手 

予 定 年 月 日 
 

工 事 落 成予定

年 月 日 
 

     年  月  日 

 

 

事業者 職 氏           名 ○印  

労働基準監督署長 殿 

備考 

 １ 表題の「設置」、「移転」及び「変更」のうち、該当しない文字を抹消

すること。 

 ２ 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類により記入するこ

と。 

 ３ 「設置地」の欄は、「主たる事務所の所在地」と同一の場合は記入を要

しないこと。 

 ４ 「計画の概要」の欄は、機械等の設置、移転又は変更の概要を簡潔に

記入すること。 

 ５ 「製造し、又は取り扱う物質等及び当該業務に従事する労働者数」の

欄は、別表第７の13の項から25の項まで（22の項を除く。）の上欄に掲げ



る機械等の設置等の場合に記入すること。 

この場合において、以下の事項に注意すること。 

  イ 別表第７の21の項の上欄に掲げる機械等の設置等の場合は、「種類

等」及び「取扱量」の記入は要しないこと。 

  ロ 「種類等」の欄は、有機溶剤等にあってはその名称及び有機溶剤中毒

予防規則第１条第１項第３号から第５号までに掲げる区分を、鉛等

にあってはその名称を、焼結鉱等にあっては焼結鉱、煙灰又は電解スラ

イムの別を、四アルキル鉛等にあっては四アルキル鉛又は加鉛ガソリン

の別を、粉じんにあっては粉じんとなる物質の種類を記入すること。 

  ハ 「取扱量」の欄には、日、週、月等一定の期間に通常取り扱う量を記

入し、別表第７の14の項の上欄に掲げる機械等の設置等の場合は、鉛等

又は焼結鉱の種類ごとに記入すること。 

  ニ 「従事労働者数」の欄は、別表第７の14の項、15の項、23の項及び24

の項の上欄に掲げる機械等の設置等の場合は、合計数の記入で足りるこ

と。 

６ 「参画者の氏名」及び「参画者の経歴の概要」の欄は、型枠支保工又は足

場に係る工事の場合に記入すること。 

 ７ 「参画者の経歴の概要」の欄には、参画者の資格に関する職歴、勤務年数

等を記入すること。 

 ８ 別表第７の22の項の上欄に掲げる機械等の設置等の場合は、「事業場の

名称」の欄には建築物の名称を、「常時使用する労働者」の欄には利用事

業場数及び利用労働者数を、「設置地」の欄には建築物の住所を、「計画の概

要」の欄には建築物の用途、建築物の大きさ（延床面積及び階数）、設備

の種類（空気調和設備、機械換気設備の別）及び換気の方式を記入し、そ

の他の事項については記入を要しないこと。 

 ９ この届出に記載しきれない事項は、別紙に記載して添付すること。 

10 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができること。 



七
頁

様
式
第
二
十
号
の
三
及
び
様
式
第
二
十
号
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第 20 号の 3(第 87 条の 5関係) 

計 

画 

届 

免 

除 

認 

定 

証 

 
 
 
 

住 
 
 

所 

 
 
 
 

氏
名
又
は
名
称 

 
 
 
 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

認
定
年
月
日 

 
 

認
定
事
業
場
の
名
称 

 
 

認
定
事
業
場
の
所
在
地 

 
 

認
定
番
号 

 
 

有
効
期
限 

右
記
の
事
業
場
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
八
十
八

条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け

た
事
業
場
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
。 

 
 
 

平
成 

年 

月 

日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

労
働
基
準
監
督
署
長 

印 

 



様式第20号の４(第87条の７関係) 

実施状況等報告書 

認 定 番 号   認 定 年 月 日   

機 械 等 の 設 置 等 の 状 況 

機械等 

の種類 
設 置 移 転 変 更 

氏名又は名称及び法人に

あつては、その代表者の

氏名 

  

        

        

住 所 
電話   (   )     

        

        

事 業 の 種 類   認定事業場の名称   
        

        

認 定 事 業 場 の 所 在 地 
電話   (   )     

        

        

労働安全衛生規則第87条
の措置の実施状況につい
て監査を行った年月日 

  
        

        

 

平成  年  月  日 

 

     事業者職氏名           印  

 

 

     労働基準監督署長 殿 



備考 

 １ 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類により記入すること。 

 ２ 「機械等の設置等の状況」の欄は、免除認定後に設置、移転又は変更した機械等について、下表の機械等のうちから該当す

る番号を「機械等の種類」の欄に、設置、移転又は変更の件数を「設置」、「移転」又は「変更」のそれぞれの欄に記載するこ

と(記載しきれない場合は別葉として差し支えない)。 

 ３ 次に掲げる書面を添付すること。 

  ①労働安全衛生規則第87条の措置の実施状況について行った監査の結果を記載した書面 

  ②労働安全衛生規則第87条の９各号に該当しないことを説明する書面 

  ③認定証の記載事項に変更が生じた場合には、変更の事実を証する書面 

  ④下表の左欄に掲げる機械等ごとに設置等の年月日及び右欄に掲げる事項を記載した書面 

 ４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



番号   機械等の種類 記載事項 

１ (1)労働

安 全 衛

生 規 則

別 表 第

７ に 掲

げ る 機

械等(同

令 第 85

条 第 １

号 及 び

第 ２ 号

に 定 め

る 機 械

等 を 除

く。) 

動力プレス（機械プレスでクランク軸等の偏心

機構を有するもの及び液圧プレスに限る。） 

①種類、②圧力能力、③安全措置の概要 

２ 金属その他の鉱物の溶解炉（容量が１トン以上

のものに限る。） 

①炉の種類、②取り扱う金属その他の鉱物の種類 

３ 化学設備（製造し、若しくは取り扱う危険物又

は製造し、若しくは取り扱う引火点が65度以上

の物の量が厚生労働大臣が定める基準に満たな

いものを除く。） 

①種類、②製造し、若しくは取り扱う危険物又は製造し、若し

くは取り扱う引火点が65度以上の物の名称及びその量 

４ 乾燥設備（労働安全衛生法施行令第６条第８号

イ又はロの乾燥設備に限る。） 

①種類、②能力、③乾燥物の種類 

５ アセチレン溶接装置（移動式のものを除く。） ①発生器の種類 

６ ガス集合溶接装置（移動式のものを除く。） ①貯蔵するガスの名称、②最大ガス貯蔵量 

７ 機械集材装置（原動機の定格出力が7.5キロワツ

トを超えるものに限る。） 

①最大使用荷重、②支間の斜距離 

８ 運材索道（支間の斜距離の合計が350メートル以

上のものに限る。） 

①最大使用荷重、②支間の斜距離の合計及び最長の支間の斜距

離 

９ 軌道装置 ①軌道の長さ 

10 型枠支保工（支柱の高さが3.5メートル以上のも

のに限る。） 

― 

11 架設通路（高さ及び長さがそれぞれ10メートル

以上のものに限る。） 

（仮設のもの以外のものに限る。） 

①設置地、②架設通路の種類 

12 足場（つり足場、張出し足場以外の足場にあつ

ては、高さが10メートル以上の構造のものに限

る。） 

― 



13 有機溶剤中毒予防規則第５条又は第６条（特定

化学物質障害予防規則第38条の８においてこれ

らの規定を準用する場合を含む。）の有機溶剤の

蒸気の発散源を密閉する設備、局所排気装置、

ブッシュプル型換気装置又は全体換気装置(移

動式のものを除く。) 

①設備又は装置の種類、②取り扱う物質の名称、③業務の概要 

14 鉛中毒予防規則第２条、第５条から第15条まで

及び第17条から第20条までに規定する鉛等又は

焼結鉱等の粉じんの発散源を密閉する設備、局

所排気装置又はプッシュプル型換気装置 

①設備又は装置の種類、②取り扱う物質の名称、③業務の概要 

15 労働安全衛生法施行令別表第５第２号に掲げる

業務に用いる機械又は装置 

①設備又は装置の種類、②業務の概要 

16 特定化学物質障害予防規則第２条第１項第１号

に掲げる第一類物質又は同令第４条第１項の特

定第二類物質等を製造する設備 

①設備又は装置の種類、②取り扱う物質の名称及びその量、③

業務の概要 

17 特定化学設備及びその附属設備 ①設備又は装置の種類、②取り扱う物質の名称及びその量、③

業務の概要 

18 特定第二類物質又は特定化学物質障害予防規則

第２条第１項第５号に掲げる管理第二類物質の

ガス、蒸気又は粉じんが発散する屋内作業場に

設ける発散抑制の設備(特定化学物質障害予防

規則第２条の２第２号又は第４号に掲げる業務

のみに係るものを除く。) 

①設備又は装置の種類、②取り扱う物質の名称、③業務の概要 

19 特定化学物質障害予防規則第10条第１項の排ガ

ス処理装置であつて、アクロレインに係るもの 

①排気の処理方式、②取り扱う物質の名称、③業務の概要 



20 特定化学物質障害予防規則第11条第１項の排液

処理装置 

①排液の処理方式、②取り扱う物質の名称、③業務の概要 

21 特定化学物質障害予防規則第38条の17に規定す

る1，3―ブタジエン等に係る発散抑制の設備（屋

外に設置されるものを除く。） 

①設備又は装置の種類、②作業の概要 

22 特定化学物質障害予防規則第38条の18に規定す

る硫酸ジエチル等に係る発散抑制の設備（屋外

に設置されるものを除く。） 

①設備又は装置の種類、②作業の概要 

23 特定化学物質障害予防規則第38条の19に規定す

る1，3―プロパンスルトン等を製造し、又は取

り扱う設備及びその附属設備 

①設備又は装置の種類、②業務の概要 

24 電離放射線障害防止規則第15条第１項の放射線

装置（放射性同位元素等による放射線障害の防

止に関する法律第12条の５第２項に規定する表

示付認証機器又は同条第３項に規定する表示付

特定認証機器を除く。） 

①種類、②用途、③性能 

 

25 事務所衛生基準規則第５条の空気調和設備又は

機械換気設備で中央管理方式のもの 

①換気能力、②送風機又は排風機の種類及び能力 

26 粉じん障害防止規則別表第２第６号及び第８号

に掲げる特定粉じん発生源を有する機械又は設

備並びに同表第14号の型ばらし装置 

①種類、②名称、③能力、④台数、⑤粉じんの発散を防止する

方法 

27 粉じん障害防止規則第４条又は第27条第１項た

だし書の規定により設ける局所排気装置又は

プッシュプル型換気装置 

①設備又は装置の種類、②取り扱う物質の名称、③業務の概要 



28 石綿等の粉じんが発散する屋内作業場に設ける

発散抑制の設備 

①設備又は装置の種類、②取り扱う物質の名称、③業務の概要 

29 (2) 特定

機械等 

ボイラー ア 設置の場合（移動式ボイラーの場合に限る。） 

 ①設置地、②ボイラー検査証（添付） 

イ 有効期間を超えて使用を休止した場合はその旨 

30 第一種圧力容器 ア 有効期間を超えて使用を休止した場合はその旨 

31 クレーン ア 変更の場合（クレーン等安全規則第44条第１項第１号に該

当する以外の部分に変更を加えた場合に限る。） 

 ①変更した部分、②クレーン検査証(添付) 

イ 有効期間を超えて使用を休止した場合はその旨 

32 移動式クレーン ア 設置の場合 

 ①設置地、②移動式クレーン検査証(添付) 

イ 変更の場合(クレーン等安全規則第85条第１項第１号又は

第7号に該当する以外の部分に変更を加えた場合に限る。) 

 ①変更した部分、②変更の理由、③移動式クレーン検査証

（添付） 

ウ 有効期間を超えて使用を休止した場合はその旨 

33 デリック ア 変更の場合（クレーン等安全規則第129条第１項第１号又

は第７号に該当する以外の部分に変更を加えた場合に限る。） 

 ①変更した部分、②デリック検査証（添付） 

イ 有効期間を超えて使用を休止した場合はその旨 



34 エレベーター ア 設置の場合（建築基準法第６条第１項第１号から第３号ま

でに掲げる建築物のエレベーターを設置した場合であつて、

かつ、同法第７条第５項（同法第87条の２第１項において準

用する場合を含む。）の規定による検査済証の写しを提出して

いる場合に限る。) 

 ①設置地、②種類及び型式、③積載荷重、④昇降路高さ、⑤

エレベーター検査証（添付） 

イ 変更の場合（クレーン等安全規則第163条第１項第１号又

は第５号に該当する部分に変更を加えた場合に限る。） 

 ①変更した部分、②エレベーター検査証（添付） 

ウ 有効期間を超えて使用を休止した場合はその旨 

35 建設用リフト ア 変更の場合（クレーン等安全規則第197条第１項第１号又

は第２号に該当する部分に変更を加えた場合に限る。） 

 ①変更した部分、②建設用リフト検査証（添付） 

36 ゴンドラ ア 設置の場合 

 ①設置地、②種類及び形式（可搬型又は常設型の区分）、③

固定方法、④ゴンドラ検査証（添付） 

イ 有効期間を超えて使用を休止した場合はその旨 

37 (3) その

他の機械

等 

小型ボイラー 
①設置地、②種類、③使用圧力、④伝熱面積、⑤個別検定合格

番号 

38 クレーン(つり上げ荷重が0.5トン以上３トン未

満(スタッカー式クレーンにあつては、0.5トン

以上１トン未満)のもの) 

①設置地、②種類及び形式、③つり上げ荷重 

39 デリック(つり上げ荷重が0.5トン以上２トン未

満のもの) 

①設置地、②種類及び形式、③つり上げ荷重 



40 エレベーター(積載荷重が0.25トン以上１トン

未満のもの) 

①設置地、②種類及び形式、③積載荷重 

41 簡易リフト ①設置地、②種類及び形式、③積載荷重 

 

 

 

 

 

 



八
頁

様
式
第
二
十
八
号
を
削
る
。

（
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
ボ
イ
ラ
ー
（
移
動
式
ボ
イ
ラ
ー
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

事
業
者
が
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
ボ
イ
ラ
ー
（
移
動
式

ボ
イ
ラ
ー
を
除
く
。
）
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
十
一
条
た
だ
し
書
中
「
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

第
十
四
条
第
三
項
中
「
第
十
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
十
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
安
衛
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛

則
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
又
は
設
備
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
ボ
イ
ラ
ー
に
つ



九
頁

い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
又
は
設
備
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
各
号
」
を
「
前
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項

」
を
「
前
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
第
一
項
中
「
第
一
種
圧
力
容
器
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
第
一
種
圧
力
容
器
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
五
十
九
条
第
三
項
中
「
第
五
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
五
十
六
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」

に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
第
一
種
圧
力
容
器
の
胴
、
鏡
板
、
底
板
、
管
板
、
ふ
た
板
又
は
ス
テ
ー
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
第
一
種
圧
力
容
器

の
胴
、
鏡
板
、
底
板
、
管
板
、
蓋
板
又
は
ス
テ
ー
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。



一
〇
頁

第
七
十
七
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
を
「
前

条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

（
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第

三
項
を
削
る
。

第
六
条
第
六
項
中
「
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
「
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」

を
「
前
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
安
衛
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛

則
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
設
置
さ
れ
て
い
る
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ



一
一
頁

う
と
す
る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
ク
レ
ー

ン
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
又
は
第

三
項
」
を
「
前
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
設
置
さ
れ
て
い
る
移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、

移
動
式
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
又
は
第

三
項
」
を
「
前
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

第
九
十
六
条
第
一
項
中
「
デ
リ
ツ
ク
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
デ
リ
ッ
ク
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ



一
二
頁

り
」
に
、
「
デ
リ
ツ
ク
設
置
届
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
設
置
届
」
に
、
「
デ
リ
ツ
ク
明
細
書
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
明
細
書
」
に
、
「

デ
リ
ツ
ク
の
組
立
図
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
の
組
立
図
」
に
、
「
デ
リ
ツ
ク
の
種
類
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
の
種
類
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
デ
リ
ツ
ク
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
」
に
、
「
あ
わ
せ
て
行
な
う
」
を
「
併
せ
て
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら

第
五
項
ま
で
を
削
る
。

第
九
十
七
条
第
四
項
中
「
又
は
第
四
項
」
を
削
り
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
九
条
の
見
出
し
を
「
（
デ
リ
ッ
ク
検
査
証
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
デ
リ
ツ
ク
又
は
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
又

は
」
に
、
「
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
」
に
、
「
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
検
査
証
」
に

、
「
デ
リ
ツ
ク
で
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
で
」
に
改
め
、
「
第
九
十
六
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
九
条
第
一
項
中
「
設
置
さ
れ
て
い
る
デ
リ
ツ
ク
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
デ
リ

ッ
ク
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
」
に
、
「
デ
リ
ツ
ク
変
更
届
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
変
更
届
」
に
、
「
デ
リ
ツ
ク
検
査
証
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
検
査
証
」
に



一
三
頁

改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
百
三
十
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
号
」
に
、
「
デ
リ
ツ
ク
」
を
「
デ
リ
ッ
ク
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
を
「
前
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
第
一
項
中
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
る
。

第
百
四
十
一
条
第
四
項
中
「
又
は
第
四
項
」
を
削
り
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
三
条
第
一
項
中
「
設
置
さ
れ
て
い
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
百
六
十
四
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
又
は

第
三
項
」
を
「
前
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。



一
四
頁

第
百
七
十
四
条
第
一
項
中
「
建
設
用
リ
フ
ト
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
建
設
用
リ
フ
ト
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
百
七
十
五
条
第
四
項
中
「
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
を
「
前
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
七
条
第
一
項
中
「
設
置
さ
れ
て
い
る
建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、

建
設
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
百
九
十
八
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
又
は

第
三
項
」
を
「
前
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

（
ゴ
ン
ド
ラ
安
全
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

ゴ
ン
ド
ラ
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ



一
五
頁

う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
安
衛
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
設
置
さ
れ
て
い
る
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
事
業
者
が
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
」
を
「
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド

ラ
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
各
号
」
を
「
前
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
「
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
を
「
前
条
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」

に
改
め
る
。

（
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
三
第
二
項
第
四
号
中
「
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。



一
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（
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
三
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

令
第
十
四
条
の
二
第
十
三
号
の
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具

第
五
十
三
条
第
一
項
の
表
中
「
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
」
を
「
第
八
十
九
条
第
一
号
」
に
、
「
第
八
十
九
条
の
二
第
二

号
」
を
「
第
八
十
九
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

（
機
械
等
検
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

機
械
等
検
定
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
号
中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
又
は
面
体
の
気
密
試
験
設
備
」
を
「
、
面
体
の
気
密
試
験
設
備
、
公
称
稼
働
時
間
試
験
設
備
又
は
騒

音
試
験
設
備
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
号
中
「
及
び
第
六
号
」
を
「
、
第
六
号
及
び
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。



一
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第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
型
式
検
定
合
格
標
章
）

第
十
四
条

法
第
四
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、
当
該
型
式
検
定
に
合
格
し
た
型
式
の
機
械
等
の
見
や
す

い
箇
所
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
部
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
見
や
す
い
箇
所
）

に
、
型
式
検
定
合
格
標
章
（
様
式
第
十
一
号
）
を
付
す
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

令
第
十
四
条
の
二
第
五
号
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
う
ち
、
ろ
過
材
の
取
替
え
が
で
き
る
も
の
（
以
下
「
取
替
え
式
の
も

の
」
と
い
う
。
）

ろ
過
材
及
び
面
体

二

令
第
十
四
条
の
二
第
五
号
の
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
う
ち
、
ろ
過
材
の
取
替
え
が
で
き
な
い
も
の
（
以
下
「
使
い
捨
て
式

の
も
の
」
と
い
う
。
）

面
体

三

令
第
十
四
条
の
二
第
六
号
の
防
毒
マ
ス
ク

吸
収
缶
（
防
じ
ん
機
能
を
有
す
る
防
毒
マ
ス
ク
に
具
備
さ
れ
る
も
の
で

あ
つ
て
、
ろ
過
材
が
分
離
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
ろ
過
材
を
分
離
し
た
吸
収
缶
及
び
ろ
過
材
）
及
び
面
体

四

令
第
十
四
条
の
二
第
十
三
号
の
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
の
う
ち
、
電
動
フ
ァ
ン
が
分
離
で
き
る
も
の

電

動
フ
ァ
ン
、
ろ
過
材
及
び
面
体
等
（
面
体
、
フ
ー
ド
又
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）



一
八
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五

令
第
十
四
条
の
二
第
十
三
号
の
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
の
う
ち
、
電
動
フ
ァ
ン
が
分
離
で
き
な
い
も
の

ろ
過
材
及
び
面
体
等

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

令
第
十
四
条
の
二
第
十
三
号
に

現
品

七

掲
げ
る
機
械
等

ろ
過
材

十
四

排
気
弁
及
び
弁
座
（
排
気
弁
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

三

別
表
第
二
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

令
第
十
四
条
の
二
第
十
三
号
に

一

粒
子
捕
集
効
率
測
定
設
備

掲
げ
る
機
械
等

二

漏
れ
率
試
験
設
備

三

公
称
稼
働
時
間
試
験
設
備

四

騒
音
試
験
設
備

五

面
体
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
上
昇
値
試
験
設
備

六

面
体
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
通
気
抵
抗
試
験
設
備



一
九
頁

七

面
体
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
排
気
弁
の
作
動
気
密
試
験
設
備

八

面
体
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
内
圧
試
験
設
備

九

フ
ー
ド
又
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
最
低
必
要

風
量
試
験
設
備

別
表
第
三
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

令
第
十
四
条
の
二
第
十
三
号
に

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規

掲
げ
る
機
械
等

の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の
後
二
年
以
上
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸

用
保
護
具
の
研
究
、
設
計
、
工
作
、
検
査
又
は
型
式
検
定
の
業
務
に
従
事
し
た

経
験
を
有
す
る
も
の

二

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の

正
規
の
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の
後
五
年
以
上
電
動
フ
ァ
ン
付
き

呼
吸
用
保
護
具
の
研
究
、
設
計
、
工
作
、
検
査
又
は
型
式
検
定
の
業
務
に
従
事

し
た
経
験
を
有
す
る
も
の



二
〇
頁

三

八
年
以
上
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
の
研
究
、
設
計
、
工
作
、
検
査

又
は
型
式
検
定
の
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

様
式
第
六
号

の
備
考
１
及
び
様
式
第
九
号

の
備
考
１
中
「
又
は
防
毒
マ
ス
ク
」
を
「
、
防
毒
マ
ス
ク
又
は
電
動
フ
ァ

(3)

(3)

ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
号

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(3)



様式第11号(3)(甲)（第 14 条関係）

労働衛生保護具用型式検定合格標章

（防じんマスク及び防毒マスクの面

体用並びに電動ファン付き呼吸用保

護具の面体等用）

L １

国 （年） 検

型 式 検 定 合 格 番 号 L ２

（品 名） （種 類）

備考

１ この型式検定合格標章は、次に示す寸法によること。

L １ 18ミリメートル以上

L ２ 12ミリメートル以上

縁の幅は 1ミリメートル

２ この型式検定合格標章は、金属その他耐久性のある材質のものに、地色を黒色で、字、縁及び線

を白色で、明瞭に表示し、防じんマスク又は防毒マスクにあつては面体に、電動ファン付き呼吸

用保護具にあつては面体、フード又はフェイスシールドに付すものとすること。ただし、使い捨

て式の防じんマスクにあつては、この型式検定合格標章と同一の形式で直接面体に明瞭な表示を

することにより貼付に代えることができる。

３ 「国(年)検」の欄中(年)は、型式検定に合格した年(有効期間が更新されたときにあつては、当

該更新に係る更新検定に合格した年)を、例えば(平 26)のごとく表示すること。

４ 「品名及び種類」は、次によること。

(1) 防じんマスク

品名は、DR と表示し、種類は、取替え式のもののうち直結式にあつては「直」、隔離式に

あつては「隔」、使い捨て式のものにあつては「捨」と、また、その性能により、RS1、RS2

、RS3、RL1、RL2、RL3、DS1、DS2、DS3、DL1、DL2又は DL3と表示すること。

(2) 防毒マスク

品名は、GM と表示し、種類は、直結式にあつては「直」、隔離式にあつては「隔」、直結

式小型にあつては「直小」と、防じん機能を有する防毒マスクにあつては、その性能により

S1、S2、S3、L1、L2又は L3と表示すること。

(3) 電動ファン付き呼吸用保護具

品名は、PR と表示し、種類は、通常風量形のものにあつては｢通」、大風量形のものにあつ

ては｢大」と、また、漏れ率に係る性能により、S、A又は Bと表示すること。

５ 複数の型式検定合格標章を表示すべき場合であつて、型式検定に合格した年、品名及び種類が同

一であるときは、当該型式検定合格標章に表示すべき型式検定合格番号を、一の型式検定合格標章

に並べて表示することができるものとすること。



様式第11号(3)(乙)（第 14 条関係）

労働衛生保護具用型式検定合格標章

（防じんマスク及び電動ファン付き

呼吸用保護具のろ過材、防毒マスク

の吸収缶（ろ過材が分離できるものに

あつては、ろ過材を分離した吸収缶及

びろ過材）並びに電動ファンが分離で

きる電動ファン付き呼吸用保護具の電

動ファン用）

12mm以上

国 (年) 検

(品名) (種類)

型式検定合格番号

備考

１ この型式検定合格標章は、これを印刷した紙の貼付又は明瞭な直接表示により、防じんマスク若

しくは電動ファン付き呼吸用保護具のろ過材、防毒マスクの吸収缶（防じん機能を有する防毒マス

クに具備されるものであつて、ろ過材が分離できるものにあつては、ろ過材を分離した吸収缶及び

ろ過材）又は電動ファンを分離することができる電動ファン付き呼吸用保護具の電動ファンに付す

ものとすること。

２ この型式検定合格標章は、一辺を 12 ミリメートル以上の正方形とし、縁の幅を 1 ミリメートル

とすること。ただし、貼付すべき紙に印刷する場合にあつては、一の型式検定合格標章について一

辺を 12 ミリメートルの正方形とした上で、複数の型式検定合格標章を同一の紙に印刷することが

できること。

３ 「国(年)検」及び「種類」の表示方法は、様式第 11号(3)(甲)の備考 3及び 4の例によること。

ただし、電動ファン付き呼吸用保護具に表示する場合における「種類」の表示方法については、次

の各号に掲げる表示すべき箇所に応じてそれぞれ当該各号に定めるとおりとする。

イ ろ過材 その性能により PS1、PS2、PS3、PL1、PL2又は PL3と表示すること。

ロ 電動ファンが分離できる電動ファン付き呼吸用保護具の電動ファン 通常風量形にあつては「

通」と、大風量形にあつては「大」と表示すること。

４ 複数の型式検定合格標章を表示すべき場合であつて、型式検定に合格した年、品名及び種類が同

一であるときは、当該型式検定合格標章に表示すべき型式検定合格番号を、一の型式検定合格標章

に並べて表示することができるものとすること。



二
一
頁

（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年

労
働
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
の
表
第
二
十
三
条
第
一
項
の
項
中
「
安
衛
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省

令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
八
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
石
綿
障
害
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

石
綿
障
害
予
防
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
第
八
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の



二
二
頁

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
中
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
八
十
六
条
第
一
項
及
び
」
を
削
り
、
「
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
一
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
同
規
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
第
一
項
中
「
昭
和
五
十
年
法
律
二
十
八
号
」
を
「
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生

規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
又
は
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
機
械
等
検
定
規
則
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
検
定
則
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生

規
則
又
は
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
機
械
等
検
定
規
則
に
定
め
る
相
当
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。



二
三
頁

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
安
衛
則
又
は
旧
検
定
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間

、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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